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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公開番号】特開2011-36857(P2011-36857A)
【公開日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2010-182488(P2010-182488)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/89     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  45/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/073    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   5/03     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/89    　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｇ  45/34    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  15/073   　　　　
   Ｃ０７Ｃ   5/03    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月16日(2013.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の多孔質担体と、少なくとも１種の金属相とを含み、該金属相は、ニッ
ケルと、少なくとも１種の第IB族金属Ｍとを、モル比Ｍ／Ｎｉが０．００５～０．５の範
囲であるような割合で含む、触媒の調製方法であって、少なくとも以下の連続する工程を
含む方法：
ａ１）　ニッケルを少なくとも前記担体上に沈着させて、担持型ニッケルベースの単金属
触媒を得る工程；および
ｂ１）　少なくとも１種の還元ガスの存在下かつあらゆる水性溶媒の非存在下に、少なく
とも前記金属Ｍの少なくとも１種の有機金属化合物を、前記単金属触媒上に沈着させる工
程。
【請求項２】
　前記触媒のＭ／Ｎｉモル比は、０．０１～０．５の範囲である、請求項１に記載の調製
方法。
【請求項３】
　前記触媒中に存在する前記多孔質担体は、アルミナまたはシリカである、請求項１また
は２に記載の調製方法。
【請求項４】
　前記第IB族金属Ｍは金である、請求項１～３のいずれか１つに記載の調製方法。
【請求項５】
　前記工程ｂ１）は気相内で実施される、請求項１～４のいずれか１つに記載の調製方法
。
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【請求項６】
　前記工程ｂ１）は、有機溶媒中の液相内で実施される、請求項１～４のいずれか１つに
記載の調製方法。
【請求項７】
　前記金属Ｍが金である場合、前記有機金属化合物はシアン化金である、請求項１～６の
いずれか１つに記載の調製方法。
【請求項８】
　前記工程ａ１）の後、前記工程ｂ１）を実施する前に、前記工程ａ２）が実施され、前
記工程ａ２）は、少なくとも１種の還元ガスの存在下で前記単金属触媒の還元を実施する
ことからなる、請求項１～７のいずれか１つに記載の調製方法。
【請求項９】
　前記工程ｂ１）の後、少なくとも１回の工程ｃ１）を実施し、該工程ｃ１）の間、前記
工程ｂ１）の終わりに得られた前記担持触媒に、少なくとも１回の乾燥段階を施す、請求
項１～８のいずれか１つに記載の調製方法。
【請求項１０】
　前記工程ｂ１）の後、少なくとも１回の工程ｃ２）を実施し、該工程ｃ２）の間、前記
工程ｂ１）の終わりに得られた前記担持触媒に、少なくとも１回の洗浄段階を施す、請求
項１～９のいずれか１つに記載の調製方法。
【請求項１１】
　前記工程ｂ１）の後、少なくとも１種の還元ガスの存在下、前記工程ｂ１）の終わりに
得られた触媒を活性化することからなる工程ｄ１）を実施する、請求項１～１０のいずれ
か１つに記載の調製方法。
【請求項１２】
　多価不飽和炭化水素の供給原料の選択的水素化のための方法であって、前記供給原料を
、請求項１～１１のいずれか１つに記載の調製方法によって調製された少なくとも１種の
金属相を含む少なくとも１種の担持触媒を備えた少なくとも１つの反応装置へと通過させ
ることを含む、方法。
【請求項１３】
　前記多価不飽和炭化水素の供給原料は、少なくとも４個の炭素原子を含みかつ２２０℃
以下の終点を有する多価不飽和炭化水素を含む水蒸気分解ガソリンである、請求項１２に
記載の選択的水素化方法。
【請求項１４】
　前記多価不飽和炭化水素の供給原料は、ジオレフィン化合物、スチレン化合物、および
インデン化合物である、請求項１3に記載の選択的水素化方法。
【請求項１５】
　２０～２００℃の範囲の温度で、０．４～５ＭＰａの範囲の圧力で、０．２～３０ｈ－

１の範囲の毎時空間速度（触媒の容積に対する供給原料の容積流量の割合として定義され
る）で実施される、請求項１２～１４のいずれか１つに記載の選択的水素化方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　少なくとも１つのＣ－Ａｕ結合を含む金のあらゆる有機金属化合物が、前記工程ｂ１）
を実施するのに適している。有利には、シアン化金[AuCN]、ジメチル金アセチルアセトナ
ート[Au(CH3)2(acac)]、ジメチル金ヨージド・ダイマー[((CH3)2AuI)2]、ジメチル金カル
ボキシラート[(CH3)2Au(COOR)、式中Ｒ＝ＣＨ３又はtert－ブチル]、トリフェニルホスフ
ィン金クロリド[Ph3PAuCl]、ジメチル金オキシナート[(CH3)2AuL)、式中Ｌ＝８－キノー
ルエノール]が用いられる。金の有機金属化合物は、好ましくは、シアン化金[AuCN]、ジ
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メチル金アセチルアセトナート[Au(CH3)2(acac)]、ジメチル金ヨージド・ダイマー[((CH3
)2AuI)2]から選択され、より好ましくは、シアン化金[AuCN]である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　前記工程ｂ１）の実施後、あるいは前記工程ｃ１）および／または前記工程ｃ２）の実
施後、あるいは前記工程ｄ１）の実施後に得られた触媒は、炭化水素供給原料（feed）の
転化を実施する反応装置内で、特に、多価不飽和炭化水素供給原料の選択的水素化を実施
する反応装置内で、直接用いられる。本発明の方法を用いて調製された前記触媒は、空気
中で保存されて、使用前に還元されてもよい。還元は一般に、還元ガスの流れ中（好まし
くは水素中）、徐々に、例えば０．１～５℃／分の範囲で、１００～６００℃の範囲、好
ましくは２００～５００℃の範囲の最大還元温度まで昇温させ、その後、１～４０時間の
範囲、好ましくは５～３０時間の範囲の期間にわたって当該温度を維持することからなる
。
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